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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡先端部、内視鏡の焦点調節方法および内
視鏡を提供する。
【解決手段】先端部本体１０とレンズを含み、前記先端
部本体の前端部に前記レンズを配置するためのレンズ孔
２０が設置される内視鏡先端部であって、前記先端部本
体の側壁に焦点調節孔３０が設置され、前記焦点調節孔
が前記レンズ孔と連通し、前記レンズの前記レンズ孔で
の軸方向位置を調整する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
先端部本体とレンズを含み、前記先端部本体の前端部に前記レンズを配置するためのレン
ズ孔が設置される内視鏡先端部であって、前記先端部本体の側壁に焦点調節孔が設置され
、前記焦点調節孔が前記レンズ孔と連通し、前記レンズの前記レンズ孔での軸方向位置を
調整することを特徴とする内視鏡先端部。
【請求項２】
前記焦点調節孔が前記レンズ孔の軸方向孔の中間位置に位置することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡先端部。
【請求項３】
前記先端部本体内の前記レンズ孔の下方に位置し、前記レンズ孔と対向して連通する位置
には、感光チップが設置されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項４】
前記先端部本体の前端部、レンズ孔外の位置にＬＥＤ光源が設置されることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項５】
前記先端部本体の側壁にＬＥＤ光源が設置されることを特徴とする請求項４に記載の内視
鏡先端部。
【請求項６】
前記ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で前記先端部本体の前端部に設置されることを特
徴とする請求項４に記載の内視鏡先端部。
【請求項７】
前記ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で前記先端部本体の側壁に設置されることを特徴
とする請求項５に記載の内視鏡先端部。
【請求項８】
前記先端部本体の前端部に給水孔および／または出水孔が設置されることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項９】
前記先端部本体の前端部に器具チャンネル孔が設置されることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡先端部。
【請求項１０】
前記先端部主体が金属材料またはプラスチック材料で製造されることを特徴とする請求項
１～９のいずれか１項に記載の内視鏡先端部。
【請求項１１】
内視鏡の焦点調節方法であって、
レンズと感光チップを同一の先端部本体に配置するステップａと、
前記レンズが取り付けられる前記先端部本体の内側面に硬化接着剤を塗布するステップｂ
と、
前記硬化接着剤のコロイドが乾燥する前に前記レンズの前記感光チップに対する距離を調
節するステップｃと、
前記距離が所定の結像品質に達するとき、前記調節を停止するステップｄと、　
前記硬化接着剤のコロイドが乾燥することを待ち、前記レンズを固定するステップｅとを
含む、ことを特徴とする内視鏡の焦点調節方法。
【請求項１２】
前記レンズを固定した後、前記焦点調節孔を密封するステップｆを含むことを特徴とする
請求項１１に記載の内視鏡の焦点調節方法。
【請求項１３】
挿入管とハンドルを含む内視鏡であって、前記挿管の挿入端が請求項１～１０のいずれか
１項に記載の内視鏡先端部に接続され、前記挿入管の非挿入端が前記ハンドルに接続され
ることを特徴とする内視鏡。
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【請求項１４】
前記挿入管内に湾曲制御可能な湾曲部が設置され、前記湾曲部が前記ハンドルに設置され
る操作部に接続され、前記操作部が前記挿入管の人体内に進入できる部分の湾曲サイズお
よび湾曲方向を制御しまたは改変することを特徴とする請求項１３に記載の内視鏡。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は内視鏡の技術分野に関し、特に内視鏡先端部、内視鏡の焦点調節方法および前記
内視鏡先端部を含む内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
内視鏡は、直接観察、診断治療を行うために人体の体腔または臓器内臓に挿入できる医療
用検出器具であり、一般的に、画像センサ、光学レンズ、光源照明および機械装置等を含
み、口腔を通して胃に入り、他の自然のチャンネルまたは手術後の小さな切開を通して人
体内に入ることができる。内視鏡を利用してＸ線で表示できない病変を見ることができ、
使用する時にそれを検出対象の臓器に導入し、かつ光学レンズ等によって検出対象の臓器
を感光素子に明瞭に結像させ、同時に画像を体外の可視装置に送信し医師または他の人の
観察に用いられる。したがって、検出対象の臓器を感光素子に明瞭に結像させ、医療担当
者がその状況を明瞭に理解するために、関連装置によって光学レンズと感光素子との間の
距離を調整する必要があり、それにより、最適な結像品質に達し、医療担当者の観察と検
出に利便性を与える。
【０００３】
中国特許文献ＣＮ２０１５１０９９６７５３では、内視鏡スリーブ、少なくとも１組の結
像レンズ群、少なくとも１組の感光ユニット、および少なくとも１組の軸方向位置調整装
置を含む電子内視鏡が開示されており、結像レンズ群と感光ユニットはいずれも内視鏡ス
リーブの前端に配置され、軸方向位置調整装置は内視鏡スリーブの後端に配置され、結像
レンズ群と感光ユニットの間隔を調節するために、結像レンズ群または感光ユニットが内
視鏡スリーブの軸方向に移動するように駆動する。軸方向位置調整装置は、調整ナットと
金属ロッドを含み、金属ロッドの一端が前端押付固定装置から通過して感光ユニットに接
続され、他端が調整ナットに接続され、調整ナットが内視鏡スリーブに螺合される。また
、軸方向位置調整装置はスプリングセット、針金および調整ナットを含み、スプリングセ
ットが感光ユニットとレンズ固定装置の間に取り付けられ、針金の一端が前端押付固定装
置から通過して感光ユニットに接続され、他端が調整ナットに接続され、調整ナットが内
視鏡スリーブに螺合される。
【０００４】
上記特許文献において提供される電子内視鏡は、軸方向位置調整装置によって結像レンズ
群と感光ユニットとの間の間隔を調整し、検出対象の臓器を感光ユニットに明瞭に結像さ
せることができるが、該軸方向位置調整装置は構造が複雑で、所要の部材が多く、例えば
調整ナットと金属ロッドが必要であり、またはスプリングセット、針金および調整ナット
が必要である。したがって、多くの材料を消費する必要があるため、内視鏡の生産コスト
が比較的高く、同時に、部材の数量が多いため内視鏡の体積が比較的大きく、人体の体腔
または臓器内臓に挿入しにくく、または使用中に患者の不快感を引き起こしやすい。
【０００５】
中国特許文献ＣＮ２０１３１０６０１２８９では、内視鏡、環状照明装置、ハンドヘルド
カメラ、焦点調節装置、ＬＥＤ冷光源、およびインフレータを含む電子デジタル内視鏡が
開示されており、内視鏡、環状照明装置、焦点調節装置およびハンドヘルドカメラが順に
各自の可動接続構造によって接続され、ＬＥＤ冷光源、インフレータがそれぞれ環状照明
装置に接続される。焦点調節装置の前端にクイック接続スナップリングが設けられ、焦点
調節装置がクイック接続スナップリングによって環状照明装置に接続され、クイック接続
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スナップリングは、接続される上蓋と下蓋および上蓋と下蓋との間に設置される外可動リ
ング、係止片、固定リングおよび内可動リングを含み、内可動リングが固定リングの下部
に取り付けられて、対称的に設置される２つの凹溝を有し、凹溝にスプリングが設けられ
、固定リングが下蓋と固定に接続され、固定リングの頂面には円周に沿って均一に分布す
る３つのピン穴が設けられ、外可動リングに３本のスライド溝が設けられ、係止片が３つ
であり、両端にはそれぞれ上ピン軸と下ピン軸が設けられ、下ピン軸がピン穴に挿入され
て、上ピン軸がスライド溝に挿入され、３つの係止片が固定リングの円周に沿って均一に
分布し、外可動リングの側面に係止ヘッドが設けられ、上蓋の側壁に突出ヘッドおよび下
向きの切り欠きが設けられ、係止ヘッドが切り欠きに係止される。
【０００６】
該特許文献において提供される電子デジタル内視鏡は、焦点調節装置によって焦点距離を
調整し、検出対象の臓器を感光ユニットに明瞭に結像させることができるが、上記特許文
献に開示されている技術案と同様に、該特許文献において提供される焦点調節装置は、構
造が複雑で、部材数量が比較的多く、それにより内視鏡の生産コストが比較的高く、内視
鏡の体積が比較的大きいという問題が依然として存在する。
【０００７】
要するに、従来の内視鏡の焦点調節装置はほとんど構造が複雑で、部材数量が比較的多い
という欠陥が存在し、したがって、如何に内視鏡の焦点調節装置の部材を減少し、内視鏡
の生産コストを低減させ、かつさらに内視鏡の体積を小さくするということは、本分野の
緊急に解決する課題の１つとなっている。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００８】
上記問題を解決するために、本考案の目的は、簡単で、迅速に焦点を調節できる内視鏡先
端部、内視鏡の焦点調節方法および内視鏡を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上記目的を実現するために、本考案は内視鏡先端部を提供し、先端部本体とレンズを含み
、先端部本体の前端部にレンズを配置するためのレンズ孔が設置され、先端部本体の側壁
に焦点調節孔が設置され、焦点調節孔がレンズ孔と連通し、レンズのレンズ孔での軸方向
位置を調整する。
【００１０】
さらに、焦点調節孔がレンズ孔の軸方向孔の中間位置に位置する。
【００１１】
好ましくは、先端部本体内のレンズ孔の下方に位置し、レンズ孔に対向して連通する位置
に感光チップが設置される。
【００１２】
さらに、先端部本体の前端部、レンズ孔外の位置にＬＥＤ光源が設置される。
【００１３】
好ましくは、先端部本体の側壁にＬＥＤ光源が設置される。
【００１４】
さらに、ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で先端部本体の前端部に設置される。
【００１５】
好ましくは、ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で先端部本体の側壁に設置される。
【００１６】
さらに、先端部本体の前端部に給水孔および／または出水孔が設置される。
【００１７】
好ましくは、先端部本体の前端部に器具チャンネル孔が設置される。
【００１８】
さらに、先端部本体が金属材料またはプラスチック材料で製造される。
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【００１９】
本考案はさらに内視鏡の焦点調節方法を提供し、
レンズと感光チップを同一の先端部本体に配置するステップａと、
レンズが取り付けられる先端部本体の内側面に硬化接着剤を塗布するステップｂと、
硬化接着剤のコロイドが乾燥する前にレンズの感光チップに対する距離を調節するステッ
プｃと、
距離が所定の結像品質に達するとき、調節を停止するステップｄと、
硬化接着剤のコロイドが乾燥することを待ち、レンズを固定するステップｅとを含む。
【００２０】
さらに、内視鏡の焦点調節方法はさらに、レンズを固定した後、焦点調節孔を密封するス
テップｆを含む。
【００２１】
本考案はさらに内視鏡を提供し、挿入管とハンドルを含み、挿入管の挿入端が上記の内視
鏡先端部に接続され、挿入管の非挿入端がハンドルに接続される。
【００２２】
さらに、挿入管内に湾曲制御可能な湾曲部が設置され、湾曲部がハンドルに設置される操
作部に接続され、操作部が挿入管の人体内に進入できる部分の湾曲大きさおよび湾曲方向
を制御しまたは改変する。
【００２３】
以上のように、本考案において提供される内視鏡先端部は、単に先端部本体の側壁にレン
ズ孔に対向する焦点調節孔を設置することでレンズのレンズ孔での軸方向位置を調整する
ことにより、レンズと感光チップとの間の距離を調整し、焦点調節装置の所要の部材を減
少させ、内視鏡の生産コストを低減させ、同時に、部材の減少のため内視鏡の体積を小さ
くし、使いやすく、焦点調節が簡単であり、幅広く普及し使用する価値がある。
【００２４】
また、本考案において提供される内視鏡の焦点調節方法は、レンズと感光チップを同一の
先端部本体に設置し、レンズの感光チップに対する距離を直接的に調節することにより、
所定の結像品質に達し、焦点調節方法が簡単で、操作しやすく、幅広く普及し使用する価
値がある。
【００２５】
本考案の上記内容をより明瞭に理解やすいために、以下では好適な実施例を挙げて図面を
組み合わせて、詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
以下では図面を参照しながら本考案の具体的な実施形態をさらに詳細に説明する。
図１は本考案の好適な実施例において提供される内視鏡先端部の全体構成図である。
図２は本考案の別の好適な実施例において提供される内視鏡先端部の全体構成図である。
図３は本考案のさらに別の好適な実施例において提供される内視鏡の焦点調節方法の方法
フローチャートである。
図４は本考案のまたさらに別の好適な実施例において提供される内視鏡の全体構成図であ
る。
【考案を実施するための形態】
【００２７】
以下では特定の具体的な実施例で本考案の実施形態を説明し、当業者は、本明細書に開示
される内容から本考案の他の利点および効能を容易に理解することができる。本考案の記
述において好適な実施例と組み合わせて説明するが、該考案の特徴が該実施の形態のみに
限定されると意味しない。逆に、実施の形態を組み合わせて考案を説明する目的は、本考
案の請求項に基づき延伸する可能性がある他の選択または改造をカバーすることである。
本考案に対する完全な理解を提供するために、以下の記述に多くの具体的な詳細が含まれ
る。本考案はこれらの詳細を使用せずに実施してもよい。また、本考案の重点を混乱しま
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たは曖昧にすることを回避するために、ある具体的な詳細が説明において省略されている
。
また、以下の説明に使用される「上」、「下」、「左」、「右」、「頂」、「底」は、本
考案を制限するものとして理解されるべきではない。
【００２８】
同時に、以下の説明に使用される「先端部本体の前端部」とは、内視鏡の使用中に被検出
臓器に接近する一端であり、使用される「レンズ孔の下方」とは、先端部本体の前端部を
上方として決定される下方であり、使用される「挿入管の挿入端」とは、内視鏡中の人体
内に挿入される一端である。
【実施例１】
【００２９】
図１に示すように、本考案の好適な実施例は内視鏡先端部を提供し、先端部本体１０とレ
ンズを含み、先端部本体１０の前端部に前記レンズを配置するためのレンズ孔２０が設置
され、先端部本体１０の側壁に焦点調節孔３０が設置され、焦点調節孔３０がレンズ孔２
０と連通し、前記レンズのレンズ孔２０での軸方向位置を調整する。
【００３０】
ここで、前記レンズの形状が円柱体、直方体、立方体等の様々の形状であってもよく、本
好適な実施例において、円柱体を選択することが好ましいので、先端部本体１０の前端部
に前記円柱体状レンズを配置するための円筒状のレンズ孔２０が設置される。前記レンズ
のレンズ孔２０での軸方向位置の調節を便利にするために、本好適な実施例は先端部本体
１０の側壁に焦点調節孔３０が開口され、かつ該焦点調節孔３０がレンズ孔２０と連通し
、それにより、ピンセットまたは他の寸法に合致する専用工具で前記レンズを支えること
ができ、かつ前記レンズを上下移動することにより調節過程を完了でき、従来の焦点調節
装置の所要の部材を減少させ、内視鏡の生産に消費する必要がある材料を減少させ、内視
鏡の生産コストを低減させ、同時に内視鏡の体積を小さくし、人体に挿入しやすい。かつ
、ピンセット、針または他の専用工具を使用して焦点調節孔３０に延び入れて前記レンズ
を移動するだけで、焦点調節を行うことができ、従来の焦点調節方法に比べて、焦点調節
が簡単であり、便利である。
【００３１】
ここで焦点調節をより簡便にし、前記レンズの軸方向距離の調整をより便利にし、かつ焦
点調節をより正確にするために、本好適な実施例において、好ましくは、焦点調節孔３０
をレンズ孔２０の軸方向孔の中間位置に設置する。焦点調節孔３０をレンズ孔２０の軸方
向孔の中間位置に取り付けることにより、前記レンズを上下移動しやすく、前記レンズが
焦点調節孔３０から完全に離れて焦点を調節できない状況の発生を回避する。
【００３２】
本考案の好適な実施例において提供される内視鏡先端部において、先端部本体１０内のレ
ンズ孔２０の下方に位置し、レンズ孔２０に対向して連通する位置に感光チップが設置さ
れる（図示せず）。内視鏡において、検出対象の対象物により反射される光が前記レンズ
で結像した後に前記感光チップに伝送され、前記感光チップは光学画像（すなわち光信号
）を電気信号に変換し、かつ前記電気信号を外部モニターまたはディスプレイに導出し、
観察者の観察に用いられる。したがって、感光チップにおける結像品質の良否は外部モニ
ターまたはディスプレイの観察効果に直接的に影響し、前記感光チップに明瞭な結像を取
得するために、本考案の好適な実施例において提供される内視鏡先端部において、先端部
本体１０内のレンズ孔２０の下方に位置し、レンズ孔２０に対向して連通する位置に前記
感光チップを設置し、かつ前記レンズのレンズ孔２０での軸方向位置を調整することによ
り、前記レンズと前記感光チップとの間の距離を調整し、前記感光チップ上に明瞭な検出
対象物を収集でき、観察者が明瞭に観察することが便利である。
【００３３】
また、本好適な実施例において提供される内視鏡先端部において、前記感光チップが本分
野の一般的に使用される電荷結合素子（英語全称：Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅ
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ｖｉｃｅ、略称：ＣＣＤ）または相補型金属酸化物半導体素子（英語全称：Ｃｏｍｐｌｅ
ｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ、略称：ＣＭＯ
Ｓ）を採用してもよく、また、光学画像を取得でき、かつ光学画像を電気信号に変換でき
る他のチップを採用することも当然可能であり、電荷結合素子ＣＣＤチップまたは相補型
金属酸化物半導体素子ＣＭＯＳチップに制限されない。
【００３４】
さらに、本好適な実施例において提供される内視鏡先端部において、先端部本体１０の前
端部、レンズ孔２０外の位置にＬＥＤ光源４０が設置され、前記内視鏡先端部内に光源を
提供し、それにより内視鏡の照明を実現し、検出対象の対象物の明瞭な結像を確保する。
本好適な実施例において、好ましくは、前記内視鏡先端部内の明るさを向上させるために
、レンズ孔２０の両側にそれぞれＬＥＤ光源が設置される。
【００３５】
好ましくは、内視鏡内の照明を均一にし、照明の暗点が発生せず、それにより検出対象の
対象物の明瞭な結像を確保するために、本好適な実施例において提供される内視鏡先端部
において、先端部本体１０の側壁にさらにＬＥＤ光源４０が設置され、内視鏡内の照明に
用いられる。
【００３６】
さらに、ＬＥＤ光源４０が溶接またはＦＰＣ方式で先端部本体１０の前端部および／また
は先端部本体１０の側壁に設置される。ここで、ＬＥＤ光源４０が先端部本体１０の前端
部に取り付けられ、かつ溶接ワイヤを介して内視鏡中の電源線に接続され、または、ＬＥ
Ｄ光源４０を表面実装技術（英語全称：Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｍｏｕｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ、略称：ＳＭＴ）でフレキシブル回路基板（英語全称：Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎ
ｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ、略称：ＦＰＣ）に取り付け、次にフレキシブル回路基板ＦＰＣ
を内視鏡先端部の前端部に取り付け、同時にフレキシブル回路基板ＦＰＣを内視鏡中の電
源線に接続する。本好適な実施例において、後者の取り付け方式を採用することが好まし
く、すなわちＦＰＣ方式でＬＥＤ光源４０を内視鏡先端部の前端部に取り付け、大量生産
を実現でき、それにより内視鏡の生産効率と操作効率を大幅に向上させる。
【００３７】
図１に示すように、本好適な実施例において提供される内視鏡先端部において、先端部本
体１０の前端部に給水孔６０と出水孔７０が設置される。ここで、当業者は、先端部本体
１０の前端部に給水孔６０のみを設置し、または出水孔７０のみを設置してもよく、つま
り、先端部本体１０の前端部に給水孔として使用し、同時に出水孔として使用するための
１つのみの水孔を設置してもよいことを理解でき、それにより内視鏡の構造を簡略化させ
、生産効率を向上させる。
【００３８】
好ましくは、図１に示すように、本好適な実施例において提供される内視鏡先端部におい
て、先端部本体１０の前端部にさらに器具チャンネル孔８０が設置され、器具の出入りお
よび動作に用いられる。
【００３９】
好ましくは、本考案の好適な実施例において提供される内視鏡先端部において、先端部本
体１０が金属材料またはプラスチック材料で製造される。
【実施例２】
【００４０】
図２に示すように、本考案の別の好適な実施例において提供される内視鏡先端部において
、給水孔６０、出水孔７０および器具チャンネル孔８０の３つの孔を１つの共通の孔にま
とめる、すなわち先端部本体１０の前端部に１つの貫通孔を設置する必要があり、設置さ
れるこの貫通孔は給水孔６０として使用でき、または出水孔７０として使用でき、同時に
器具チャンネル孔８０として使用できる。
【００４１】
本好適な実施例において提供される内視鏡先端部の実施例１に提供される内視鏡先端部と
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の区別は、主に、本好適な実施例において提供される内視鏡先端部が、先端部本体１０の
前端部に給水、出水および器具通過のための１つの貫通孔のみを設置することであり、さ
らに内視鏡先端部の構造を簡略化させ、さらに内視鏡の生産コストを低減させ、さらに生
産効率を向上させる。
【実施例３】
【００４２】
図３に示すように、本考案のさらに別の好適な実施例はさらに内視鏡の焦点調節方法を提
供し、レンズと感光チップを同一の先端部本体に配置するステップａと、前記レンズが取
り付けられる前記先端部本体の内側面に硬化接着剤を塗布するステップｂと、前記硬化接
着剤のコロイドが乾燥する前に前記レンズの前記感光チップに対する距離を調節するステ
ップｃと、前記距離が所定の結像品質に達するとき、前記調節を停止するステップｄと、
前記硬化接着剤のコロイドが乾燥することを待ち、前記レンズを固定するステップｅとを
含む。
【００４３】
ここで、同一の前記先端部本体に前記レンズと前記感光チップを配置するためのレンズ孔
と感光チップ孔を設置してもよく、前記レンズ孔が前記先端部本体の検出対象の対象物に
接近する前端部に設置され、前記感光チップ孔が前記レンズ孔の下方に設置され、前記レ
ンズが前記レンズ孔に配置され、前記感光チップが前記感光チップ孔に配置される。好ま
しくは、前記レンズ孔の設置が終了し前記レンズを配置する前、前記レンズを配置する前
記先端部本体の内側面に硬化接着剤を均一に塗布してもよく、すなわち、図１または図２
に示されるレンズ孔２０の内側面に硬化接着剤を均一に塗布し、前記硬化接着剤が５分間
後に乾燥する硬化接着剤であってもよく、一定時間の後に乾燥する他の硬化接着剤であっ
てもよく、調整された前記レンズを前記内視鏡先端部内に固定する。
【００４４】
さらに、前記レンズが取り付けられる前記先端部本体の内側面に硬化接着剤を塗布した後
、すなわち、前記レンズ孔の内側面に硬化接着剤を均一に塗布した後、前記硬化接着剤の
コロイドが乾燥する前に前記レンズと前記感光チップとの間の距離を調節する必要があり
、それにより前記感光チップ上の結像品質を調節し、最適な結像品質の取得を期待し、観
察者が観察することに便利である。本好適な実施例において提供される焦点調節方法にお
いて、前記レンズと前記感光チップとの間の距離を調節することが、図１または図２に記
載の焦点調節孔３０によって前記レンズの前記レンズ孔での軸方向位置を移動することに
より実現され、前記レンズと前記感光チップとの間の距離を改変することにより調節過程
を完了する。また、前記レンズと前記感光チップとの距離を調節する過程において、コン
ピュータまたは他のディスプレイに表示される解像度を裸眼で観察し、次に解像度カード
と比較することにより、調節される前記レンズと前記感光チップとの間の距離が前記感光
チップ上の結像品質を所定の最適な結像品質に達させるか否かを決定してもよく、また、
コンピュータまたは他のディスプレイに焦点距離を専門に識別するためのソフトウェアを
インストールすることにより、調節される前記レンズと前記感光チップとの間の距離が前
記感光チップ上の結像品質を所定の最適な結像品質に達させるか否かを判断してもよい。
前記調節される前記レンズと前記感光チップとの間の距離が前記感光チップ上の結像品質
を所定の最適な結像品質に達させる場合、直ちに前記調節を停止し、かつ前記硬化接着剤
のコロイドが乾燥することを待ち、前記硬化接着剤のコロイドが乾いた後、前記レンズが
現在の最適な結像品質の位置に固定でき、かつ後の外力で移動しまたは位置を改変するこ
とがなく、それにより、焦点調節過程全体を完了する。従来の焦点調節方法に比べて、本
好適な実施例において提供される焦点調節方法は簡単で、便利であり、操作しやすい。
【００４５】
好ましくは、前記硬化接着剤のコロイドが乾燥し、前記レンズが固定された後、前記レン
ズが他の外力で位置を移動することがなく、したがって、この時前記焦点調節孔を密閉す
ることができ、前記内視鏡が、人体に過度の損傷を与えずに人体内に移動することができ
る。
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【実施例４】
【００４６】
図４に示すように、本考案はさらに内視鏡を提供し、挿入管４３とハンドル４５を含み、
挿入管４３の挿入端が実施例１または実施例２に記載の内視鏡先端部４１に接続され、挿
入管４３の非挿入端がハンドル４５に接続される。
【００４７】
具体的に、挿入管４３内に湾曲制御可能な湾曲部４２が設置され、湾曲部４２がハンドル
４５に設置される操作部（図４において示されない）に接続され、前記操作部が、挿入管
４３の人体内に進入できる部分の湾曲大きさおよび湾曲方向を制御しまたは改変し、人体
内の観察対象の臓器への観察を便利にする。
【００４８】
ここで、挿入管４３内にさらに複数本の水管４４が設置され、それぞれ内視鏡先端部４１
の前端部中の給水孔と出水孔に接続される。同時に、挿入管４３内にさらに器具チャンネ
ル管（図４において示されない）が設置され、内視鏡先端部４１の前端部中の器具チャン
ネル孔に接続される。
【００４９】
ここで、図３に示すように、前記内視鏡の内視鏡先端部４１に、給水孔として使用され、
同時に出水孔として使用され、さらに器具チャンネル孔として使用される１つの貫通孔の
みを設置してもよく、相応的に、挿入管４３内に、前記貫通孔に接続されて、給水、出水
および器具通過のために１本の水管４４のみを設置してもよい。
【００５０】
本考案に開示される内視鏡先端部は、先端部本体の側壁にはレンズ孔に対向する焦点調節
孔を設置するのでレンズのレンズ孔での軸方向位置を調整することにより、レンズと感光
チップとの間の距離を調整し、結像品質を最適に達させ、焦点調節装置の所要の部材を減
少させ、内視鏡の生産コストを低減させ、同時に、部材の減少のため内視鏡の体積を小さ
くし、使いやすく、焦点調節が簡単であり、幅広く普及し使用する価値がある。
【００５１】
本考案に開示される内視鏡の焦点調節方法は、レンズと感光チップを同一の先端部本体に
設置し、レンズの感光チップに対する距離を直接的に調節することにより、所定の結像品
質に達し、焦点調節方法が簡単で、操作しやすく、幅広く普及し使用する価値がある。
【００５２】
以上のように、本考案において提供される上記実施例はただ本考案の原理および効能を例
示的に説明し、本考案を限定するものではない。任意の当業者は本考案の精神および範囲
を逸脱せずに、上記実施例を修飾しまたは変更することができる。従って、属する技術分
野に通常の知識を持つ人が、本考案の開示される精神および技術思想を逸脱せずに行われ
た全ての同等の修飾または変更は、依然として本考案の請求項に属する。
【符号の説明】
【００５３】
１０　先端部本体
２０　レンズ孔
３０　焦点調節孔
４０　ＬＥＤ光源配置孔
６０　給水孔
７０　出水孔
８０　器具チャンネル孔
４１　内視鏡先端部
４２　湾曲部
４３　挿入管
４４　水管
４５　ハンドル
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月2日(2019.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
先端部本体とレンズを含み、前記先端部本体の前端部に前記レンズを配置するためのレン
ズ孔が設置される内視鏡先端部であって、前記先端部本体の側壁に焦点調節孔が設置され
、前記焦点調節孔が前記レンズ孔と連通し、前記レンズの前記レンズ孔での軸方向位置を
調整することを特徴とする内視鏡先端部。
【請求項２】
前記焦点調節孔が前記レンズ孔の軸方向孔の中間位置に位置することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡先端部。
【請求項３】
前記先端部本体内の前記レンズ孔の下方に位置し、前記レンズ孔と対向して連通する位置
には、感光チップが設置されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項４】
前記先端部本体の前端部、レンズ孔外の位置にＬＥＤ光源が設置されることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項５】
前記先端部本体の側壁にＬＥＤ光源が設置されることを特徴とする請求項４に記載の内視
鏡先端部。
【請求項６】
前記ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で前記先端部本体の前端部に設置されることを特
徴とする請求項４に記載の内視鏡先端部。
【請求項７】
前記ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で前記先端部本体の側壁に設置されることを特徴
とする請求項５に記載の内視鏡先端部。
【請求項８】
前記先端部本体の前端部に給水孔および／または出水孔が設置されることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項９】
前記先端部本体の前端部に器具チャンネル孔が設置されることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡先端部。
【請求項１０】
前記先端部主体が金属材料またはプラスチック材料で製造されることを特徴とする請求項
１～９のいずれか１項に記載の内視鏡先端部。
【請求項１１】
挿入管とハンドルを含む内視鏡であって、前記挿管の挿入端が請求項１～１０のいずれか
１項に記載の内視鏡先端部に接続され、前記挿入管の非挿入端が前記ハンドルに接続され
ることを特徴とする内視鏡。
【請求項１２】
前記挿入管内に湾曲制御可能な湾曲部が設置され、前記湾曲部が前記ハンドルに設置され
る操作部に接続され、前記操作部が前記挿入管の人体内に進入できる部分の湾曲サイズお
よび湾曲方向を制御しまたは改変することを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
本考案は内視鏡の技術分野に関し、特に内視鏡先端部、および前記内視鏡先端部を含む内
視鏡に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
上記問題を解決するために、本考案の目的は、簡単で、迅速に焦点を調節できる内視鏡先
端部、および内視鏡を提供することである。

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正書】
【提出日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
先端部本体とレンズを含み、前記先端部本体の前端部に前記レンズを配置するためのレン
ズ孔が設置される内視鏡先端部であって、前記先端部本体の側壁に焦点調節孔が設置され
、前記焦点調節孔が前記レンズ孔と連通し、前記レンズの前記レンズ孔での軸方向位置を
調整することを特徴とする内視鏡先端部。
【請求項２】
前記焦点調節孔が、前記レンズ孔の孔の軸方向の中間位置に位置することを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項３】
前記先端部本体内において前記レンズ孔の下方に位置し、前記レンズ孔と対向して連通す
る位置には、感光チップが設置されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項４】
前記先端部本体の前端部、レンズ孔外の位置にＬＥＤ光源が設置されることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項５】
前記先端部本体の側壁にＬＥＤ光源が設置されることを特徴とする請求項４に記載の内視
鏡先端部。
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【請求項６】
前記ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で前記先端部本体の前端部に設置されることを特
徴とする請求項４に記載の内視鏡先端部。
【請求項７】
前記ＬＥＤ光源が溶接またはＦＰＣ方式で前記先端部本体の側壁に設置されることを特徴
とする請求項５に記載の内視鏡先端部。
【請求項８】
前記先端部本体の前端部に給水孔および／または出水孔が設置されることを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項９】
前記先端部本体の前端部に器具チャンネル孔が設置されることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡先端部。
【請求項１０】
前記先端部主体が金属材料またはプラスチック材料で製造されることを特徴とする請求項
１～９のいずれか１項に記載の内視鏡先端部。
【請求項１１】
挿入管とハンドルを含む内視鏡であって、前記挿管の挿入端が請求項１～１０のいずれか
１項に記載の内視鏡先端部に接続され、前記挿入管の非挿入端が前記ハンドルに接続され
ることを特徴とする内視鏡。
【請求項１２】
前記挿入管内に湾曲制御可能な湾曲部が設置され、前記湾曲部が前記ハンドルに設置され
る操作部に接続され、前記操作部が前記挿入管の人体内に進入できる部分の湾曲サイズお
よび湾曲方向を制御しまたは改変することを特徴とする請求項１１に記載の内視鏡。
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